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北海道創生総合戦略は何を目指しているか



北海道総合開発計画は何を目指しているか （第9期：令和6年3月12日閣議決定）

第４章 計画の主要施策
第１節 「我が国の豊かな暮らしを支える北海道 ～食料安全保障、観光立国、ゼロカーボン北海道」に係る主要施策

２．観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくり
観光立国を先導する世界トップクラスの観光地域づくりに向け、次に掲げる基本的方向に沿って施策
を展開する。
《主要施策の実現に向けた施策の基本的方向》
（１）世界市場に向けた新たな観光コンテンツの創出・拡充と稼ぐ力の向上

生産空間の魅力を活用した観光コンテンツの創出 スポーツコンテンツの創出・スポーツツーリズムの推進 食・文化やインフラツーリズム 海外からの教育旅行
コンテンツ創出 医療や健康増進と連携した観光コンテンツの創出 世界水準のサイクルツーリズム等 アドベンチャートラベル 泊食分離等の長期滞在対応
生産空間での滞在・体験を行う農泊等の農林水産業との連携

（２）多様な旅行者の地方部への誘客に向けた安全・安心な受入環境整備
空港・港湾から観光地までの二次交通の利便性が低い 北海道新幹線の延伸やインバウンド観光の経済効果を地方部へ波及させるための交通アクセスの改善 デジタル
技術を活用した観光サービスの効率化
○ゲートウェイ機能の強化と地方部への交通アクセスの改善
空港・港湾の受入機能強化 交通結節機能強化 空港と地域が連携した周遊観光活性化、速達性の向上 交通需要の少ない地方部における観光客等の交通利便向上

○観光におけるデジタルの実装
ＭａａＳ等の観光客受入体制のデジタル化

（３）自然環境・文化の保全と観光が両立した持続可能な観光地域づくり
自然環境、農山漁村景観、ジオパーク、アイヌ文化、北の縄文遺跡、近代の開拓の歴史等豊富な文化資源、歴史的資源を活かした観光へのニーズが高い
〇世界に誇る文化資源の保全・継承による地域資源を活用した観光地域づくり
縄文遺跡を始め各地の遺跡やジオパーク、炭鉄港等の日本遺産、馬文化等の北海道遺産等を活用した観光地域づくり 雪・氷に親しむ北の暮らし等を活用した観光地
域づくり

〇多様な主体との連携による地域資源を活用した観光地域づくり
地域協働を通じた地域コミュニティの担い手の育成・確保 担い手の活動をコーディネートする人材の確保



2030年、総観光消費3兆円を目指す！



【観光振興に向けた行動指針】

・自然環境との共生
自然と触れ合う体験型・アウトドア観光、エコツーリズム、健康・保養ツーリズムの推進

・地域にこだわる
地域が持つ自然環境、食、文化、歴史、生活など地域のあらゆるものにこだわり、「地域の宝」として伝える

アイヌ文化や縄文文化、産業遺産、身近にある日ごろの暮らしぶり、郷土料理、地産食材、新たな地産メニュー

・みんながつながる
観光客との交流、観光客への住民のホスピタリティ、住民の活動への観光客の参加、大学・企業・行政・住民の連携によ

る地域の魅力の発掘創造

・地域の産業と連携する
農林水産業やモノづくり産業と連携したグリーンツーリズム、農泊ツーリズム、体験・ボランティアツーリズム

「北海道観光のくにづくり行動計画」が求めているもの （平成20年版から）



それぞれの戦略・計画が共通に認識している北海道観光の課題

１自然環境との共生
アウトドアツーリズム、アドベンチャーツーリズム、サスティナブルツーリズム、エコツーリズム

２地域にこだわった新しい観光資源の創出
歴史、文化、遺産、地域の生活、地域の食等地域の価値を深堀りした学びのある観光、テーマ・ストーリーのある観光づくり

３地域の人々や産業との連携
地域の人々や行事との交流参加、農林水産業やモノづくり産業との連携、体験、参加

４地域へ誘客する二次交通の弱さ
空港から観光地への二次交通、駅から目的地までの三次交通インフラの弱さ、連携するシステム（MaaS）の必要性

第5期「北海道観光のくにづくり行動計画」
第４ 北海道観光が将来的にめざす姿

１北海道観光の分析



オホーツクの観光はどうなっているか① 道内最低の観光入込数

第5期「北海道観光くにづくり行動計画」から

変化の始まり

道新2025.3.11※道央圏のオ－バーツーリズムが上川富良野美瑛、更にオホーツクに流れている可能性がある



オホーツクの観光はどうなっているか② 鉄道運行が地域経済のもたらしている波及効果

• 3つの鉄道が沿線にもたらしているお金は228億円
（110億円＋90億円＋28億円）

• 全道にもたらしているお金は690億円。
• 鉄道がなくなると、全道で330億円、沿線で105億円
がなくなる。

• ※2023年度 JR北海道の赤字599億円、石北線38億円、釧網線18億円



石北線に乗っているお客様の3人に1人は観光客

オホーツクの観光はどうなっているか③ 石北線がオホーツク観光を支えている

※特急大雪：流氷観光シーズンの乗客数は年末年始と変わらない混雑！
（遠軽‐上川間の乗客数）
12月28日：上り83名、下り178名 1月4日：上り143名、下り86名 → 2月24日上り93名、下り112名



オホーツクの観光資源を考える① こだわるべきオホーツクらしさとは何か？

オホーツクの遺跡、景観、植生や生態系、そして食が意味するもの＝地勢からもたられた多様性

280㎞を超える海岸線、わずか20㎞ほどで始まる丘陵地帯、その間の汽水湖群、北見山地、大雪山地、阿寒、摩周、知床の分水嶺をめざし立ち上がる山
岳地帯。そこから多様な景観と植生と生態系、そして多様な食が生まれる。こうしたオホーツクの地勢を生んだのは今から約２2０万年前の大雪火山の
大噴火にさかのぼる。



• オホーツクってどういう所？
•オホーツク地域はオホーツク海と約280kmの海岸
線で接しています。総面積10,691㎢に約2６万人が
暮らし、東京都の約５倍の面積に約50分の１の人口
が暮らす。

・年間平均気温は6.9℃であり、冬期間の最低気温は
－30℃以下となる。年間平均降水量は800ミリ前後で
あり、日本で最も降水量が少ない地域です。世界的に
も貴重な原始の自然をそのまま残す「世界自然遺産知
床」をはじめとし豊かな自然景観に恵まれているほか、
オホーツクを覆う流氷はオホーツク特有のものです。
（振興局HPより抜粋）
•北海道東部オホーツク海沿岸には，多くの汽水湖
が分布する．特に網走市周辺では，能取湖，網走湖，
藻琴湖，濤沸湖（網走４湖）など大小様々な汽水湖
が分布し，日本有数の汽水湖群を形成している．
（「北海道東部オホーツク海沿岸汽水湖群における
近年の環境変遷」より）

• 景観の多様性

• 自然・植生の多様性

• 食の多様性

• 歴史・文化の多様性

←
オホーツクという

テロワール（Terroir）※
を形成している

※その土地が持っ特性、個性、風土・・

（その土地の本物の魅力や価値）

オホーツクの観光資源を考える② オホーツクの地勢がもたらしたものはなにか



※そして、その歴史は、サハリンを中心に現代にまでつながっている。

オホーツクは北方諸民族の交流と交易の拠点であった。

旧石器時代～縄文時代 白滝は北方圏における黒曜石器の供給工場であった。そこで作られた石器は、サハリ
ン、シベリアからアムール川流域の北東アジア一帯にひろがっていた。

５世紀～９世紀 高い技術を持ったオホーツク人が豊かな文化圏を営み、北方の諸民族との交流・交易
が行われ、その文化はアイヌや北方諸民族に受け継がれることとなる。

オホーツクの観光資源を考える③ オホーツクの地勢がもたらした北方文化



北方圏とは、各月の平均気温から５℃を引いた値を1年分合計した数値が「４５」以下である地域。オ
ホーツク地方は北方圏最南端の交易と文化の拠点であった。

オホーツク文化人
オホーツクのビーナス
（以上、モヨロ貝塚）
牙製クマ像
（湧別町川西遺跡出土）



際立つ一次産業の多様性！オホーツクはまさに「食材の宝庫」

オホーツク（振興局）の漁業は全道１位、農業は２位、酪農は３位。３拍子揃った地域は世界でも屈指では！

オホーツクの漁獲高は、令和4年で約30.3万
トン、878億円。それぞれ北海道全体の約
26％と27.6％を占め、振興局別で1位。特
にホタテガイは北海道全体の約6割を占める。
ホタテガイは日本が輸出する水産物の第一
位でもある。

農業産出額は令和5年で2,097億円。北海道
の16.0％を占め、十勝に次ぎ2位。

令和３年の生乳生産量は62万3,648tで全道
の14.6％。十勝、根室に次ぐ第3位。
乳用牛以外にも、肉用牛、養豚養鶏も盛ん
に行われている。

課題は、食材の宝庫を「食の王国」にすること！
フランス料理を超える「オホーツク料理」を生み出す世界屈指
の地域にすること！

オホーツクの観光資源を考える④ オホーツクの地勢がもたらした食の多様性と質の高さ



オホーツク農業の多様性



日本一雨の降らないオホーツク オホーツクの気候が生み出す農産品の品質の高さ

年間降水量800㎜以下はオホーツクだけ！
冷涼乾燥した気候は病害虫の発生を少なくし、減農
薬栽培や有機栽培を可能にする。
有機農業は畑作だけでなく、酪農でも行われている。
津別町有機酪農グループ、興部町ノースプレイン
ファーム、雄武町菊池牧場他。

品質の高いオホーツクの小麦

オホーツクの小麦は、収穫量166,100ｔ（令和2年産）で、
十勝地域に次いで2位。 冷涼・少雨の気候により農薬の
使用量が少なく、粒が充実した高品質な小麦として評価
が高い。特に収穫期の雨が少なく穂発芽の少ないことが
評価されている。

テロワールを体現するジャガイモ

ジャガイモは寒さにも強く、乾燥を好み、冷涼乾燥なオ
ホーツクでは、その開墾の当初から各地域で作付けがな
されてきた。特に斜網地区は斜里岳や阿寒摩周の火山を
背景にした水捌けの良い火山灰地となっている。じゃが
いも街道はじゃがいも畑と火山との素晴らしい景観を生
んでいる。陥没カルデラである白滝盆地では火砕流の堆
積物である石がゴロゴロと出てくる。それは畑の水はけ
をよくし、ホクホクとした「白滝じゃが」を生み出す。



オホーツクの新しい観光創生の動き① 自然との共生につながる取り組み

コネクトリップ（網走）：カヤック、サイクリング、スノーシュー等様々なアウトドア・アド
ベンチャーツアーのコンテンツを提供するほか、漁業者農業者の現場を訪れたり、醬油蔵見学、
豆腐作り体験など一次産業やモノづくり産業との連携を行っている。

屈斜路カルデラトレイル
美幌、津別、大空の美幌

地区三町広域観光協議会が
実現を目指してきた津別峠
―美幌峠―藻琴山間の自然
歩道。２５ｋｍにわたり国
立公園内を縦断する。

シートゥーサミット
カヤック、バイク、
ハイクにより網走か
ら藻琴山を目指す環
境スポーツイベント。
環境シンポジウムへ
の参加が義務づけら
れ、人と社会と自然
との共生をテーマに
したアウトドア・ア
クティビティ。全国
で開催され、モンベ
ルが特別協賛。
JRは臨時列車を運行。



オホーツクの新しい観光創生の動き② 遺産や歴史文化の継承につながる取り組み

「オホーツク遺産街道」構想
オホーツク各所に存在するオホーツク文化の史

跡や遺跡を網羅してめぐることを通して、自然や
異なる北方諸民族のかかわりの中で「豊かさ」を
育んできたオホーツク文化の意味を現代の人々に
伝えようとするもの。

アイヌ民族にとどまらず、アイヌの文化や世界
観に受け継がれる北方諸民族の世界観に触れよう
とするもので、オホーツク海を「文化と交易の回
廊」と位置づけ提示している。
「豊かさ」の源泉としての「持続可能性」を最も
大事なものととらえ、現代の生産や生活の在り方
に警鐘を鳴らし対案を示すテーマを持った観光を
模索している。

現に、小規模で丁寧な生産や生活を実践するオ
ホーツクの生産者や生活者との交流を重要なツー
ルともしている。

一般社団法人オホーツクテロワールが推進し
ている。
全国的な注目を集めた「オホーツク文化」展

特別展「オホー
ツク文化―あな
たの知らない古
代―」が2021年
と2022年、横浜
と大阪で開催さ
れ、2024年、高
島屋資料館が
「ジャッカドフ
ニ」展を開催。



オホーツクの新しい観光創生の動き③ 観光者と住民との交流、生活文化に巻き込む取組み

興部・沙留港町で、築46年の元住宅を活用し、和室は
ほとんど改装せずに昔ながらの雰囲気を残した宿泊施設
「〆三さるる舎」。代表の大黒朱梨は「子供のころ大人た
ちが楽しそうに暮らしていた毎日の生活を残し、宿泊客も
感じてほしい」町中のあちこちを連れ歩く。畑作業や馬の
散歩、ホタテの稚貝作業など地元住民の日常に入り込むツ
アーを提供する。大黒さん自身が地元民を観光に巻き込む
コーディネーターとなっている。

「空き家がたくさんある津別町から空き家に光を灯したい」。とスタートした「道東
エリアリノベーション・プロジェクト・イン・津別」の取り組みの中でオープンした
「ゲストハウスnanmo-nanmo」。交流スペースや作業スペースを備え、地元民が使
える複合施設でもある。ハウス内はさながら多世代交流のサロンで、宿泊客は否応な
くコミュニティに加えられる。分踊り大会やクリスマス会に引き込んだり、あらかじ
め用意しないアクテビィティで住民との交流を進めていく。津別の日常をそのままゲ
ストに提供している。近隣には移住者が同じように古民家をリノベーションして経営
している「津別珈琲」、コワーキングスペース兼シェアオフィスの「JIMBA」なども
あり、エリアリノベーション中核的施設となっている。



えずらファーム（遠軽町）
• https://www.ezurafarm.com

オホーツクの新しい観光創生の動き④ オホーツクにおけるアグリツーリズムの取組み

農業を誰も想像していないステージにまで広げる！がコンセプト
種から食べるまでが農業のステージ「レストランtoretatte」
世界中から集まる農家民宿 年間６００名の宿泊（インバウンドが５０％）一泊8,000円から20,000円＋食事代5,000円
農業がない国からのお客さん（シンガポール等）
アクテビティとしての農業ボランティア（近隣農家へも）
集客は、Booking.com やair B&B



オホーツクが持つ多様性を「統合した価値」にすること！

【食の多様性】
食材の宝庫を「食の王国」にすること！
フランス料理を超える「オホーツク料理」を生み出す世界屈指の地域にすること！
つべつフードホールスピンオフ2019
緑の中のロングテーブル
2019.9.28(土), 9.29(日)
15:30-19:00
会 場：津別でてこいらんど広場
大自然の中のロングテーブル。この日限りのレストランです。ミシュランシェフによる津別や
季節の食材をふんだんに使ったフルコース。ワインソムリエ厳選のペアリングもお楽しみくだ
さい。

【景観、自然・植生、歴史・文化の多様性】
「豊穣の地オホーツク」を地域のアイデンティティに！
オホーツク地方は、北方圏の最南端。北方諸民族にとっては楽園の地。
オホーツクの語源としての「狩猟」：「オホーツク海」は「狩りの海」

オホーツクの新しい観光がめざすべきこと



オホーツクの新しい観光がめざすべき姿① 斜網エリア：自然や環境に根ざし、両立する観光

国際的エコツーリズム、アドベンチャーツーリズム、スポーツツーリズムの展開と支える公共交通の新たな展開に挑む。

女満別空港＆空港駅

網走湖コネクトリップ駅

の新設または臨時駅

涛沸湖湿原センター

小清水ツーリスト
センター
Mont-bell

ハイランド小清水
藻琴山

原生亭温泉

川湯温泉
カルデラトレイル

きよーる

・斜網エリアを世界屈指のアドベン
チャーツーリズムのメッカに育て上げ
ることを地域共通の目標とする。

・オーソリティメーカ（企業）の誘致。
・イベントに終わらない通年のコンテン

ツ提供と提供環境の再構築が必要。
・情報発信と受入れのためのプラット

ホームの設置が必須。
・地域に誘引し、地域内を移動を支え

る公共交通の再構築をする。

・コネクトリップ、小清水ツーリストセンター、
きよーるの連携。これらを統合するプラット
フォーム＝ゲートウエイセンターとしての
「女満別空港＆空港駅※ゲートウエイ」の新
設。※西女満別駅の移設・空港への直結

・ラベンダー＆はまなす編成特急の知床斜
里駅乗り入れ
・「網走湖コネクトリップ駅」の新設または臨
時駅設置
・空港連絡バスの新路線：東藻琴‐小清水‐清
里‐斜里線、卯原内‐常呂‐佐呂間線
・川湯‐女満別線の復活、浜小清水‐川湯線
の新設。
・原生亭温泉の復興
・ハイランド小清水の通年営業、藻琴山BCス
キーの普及、もことやま山荘の復興
・SHIMANO（バイク、釣り）直営店の誘致、き
よーるをサイクリングツーリズムの拠点に。

THE NORTH 
FACE/HELLY 
HANSEN 知床

SHIMANO
直営店の誘致？もことやま山荘



（2024年9月5日提言 石北沿線ふるさとネットワーク）

新幹線札幌延伸後の新しいオホーツク観光を作るために！

旭川ー知床斜里間 特急3往復ダイヤを提案します。（注：発着時間は仮置きです。）

６時 ７時 ８時 ９時 １０時 １１時 １２時 １３時 １４時 １５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 ２１時 ２２時
札幌 6:00 10:00 11:55 17:00 18:25 22:20
↑ ライラック11号 ライラック18号 ライラック36号

1:30
↓

旭川 7:30 10:20 /11:30 20:50

3:40

快速しれとこ摩周号

網走 6:40 9:52 11:10 12:30/12:45 13:10 14:46 15:10 17:10 22:10
0:40 流氷物語号

知床斜里 6:00 11:50/12:30 15:50/16:30

大雪快速化の背景は新幹線札幌延伸の延期（2030年→2035年？）にある。それまで現在の283系車両を運行させるための「緊急避難」である。
しかし、特急車両を現行の3編成運行から2編成運行にしたとしても、旭川―網走間の3往復は可能である。更に知床斜里まで運行を伸ばすことにより収益増が可能になる！

・特急はすべて知床斜里まで運行する。途中は浜小清水駅のみに停車。浜小清水はアウトドアツーリズムのベースとして発展可能となる。
・特急は旭川ー知床斜里の3往復を確保する
・朝の札幌発はビジネスの利便を確保するため直通運行を維持する。夕方の札幌戻りも疲れを考慮し直通を維持する。
・昼間の特急運行は観光客の移動、チェックアウト＆チェックインの理にかなっている。
・夕方の旭川発、知床発の特急は昼間の十分な観光行動を保証できる。
・西女満別駅を移転し女満別空港駅として特急停車駅とする。昼間のJAL便との接続可能性があり、知床観光への有効な後押しになる。（※564便は出発時間変更が必要になるが）
将来、２６１系の引退後はラベンダー＆ハマナス編成車両（261系‐6000代）に置き換えるべきである！そのためには社会資本整備総合交付金の適用とプラスアルファしての
「北海道特例」を持続可能な交通体系の枠組みとして国に要求することが必要！

22:50

  16:50    /      18:30

 カムイ31号 

14:10 JAL567

 15:05 JAL564？

10:42/11:30

編成１

編成２

オホーツク1号
オホーツク２号 大雪２号 大雪1号 大雪4号 大雪3号

女満別空港14:50

13:35/13:48



オホーツクの新しい観光がめざすべき姿② 白滝・丸瀬布エリア：世界的価値を持つジオを観光に

黒曜石の国宝指定から、地域のジオが持つ「独自性」を国際的な訴求につなげる「地域リノベーション計画」と域内交通機関の活用。

大雪山系を背後に持つ天狗平は、他の地
域にない独自のアクテビティで国際的関
心を呼ぶことができる。（上から、CAT
スキー、トレールラン、ホース・エン
デューロ）

360度のパノラマを持つ太

平高原、太平ジオパーク
ロード

天狗平の麓・支湧
別地区にはリノ
ベーションできる
資源が豊富にある。

・最大の課題は「国宝の町」
白滝を徹底した地域リノ
ベーションによって観光
地」へと再構築すること。

・特に支湧別地区には歴史的
建造物が多く残り、「天狗
平周辺アクティビティ」を
支える拠点としてリノベー
ションをすることで、国際
的観光地となりえる。

・上支湧別へのスクールバス・

丸瀬布への福祉バスを観光
に活用する。

・丸瀬布駅ー遠軽駅・いこい
の森間の町営バスは特急列
車、快速列車と接続するダ
イアにする必要がある。

・町営バスのいこいの森から
山彦の滝、ジオパークロー
ドへの延伸を行う。

・白滝ジャガイモに象徴される
地域の食に根差したアグリ
ツーリズムと連携すること。

ジオパークセンター

森の暮らしランプ

北海道遺産・林業遺産
雨宮21号

マウレ山荘

山彦の滝

合気道の里



JR白滝駅時刻表
＜下り＞オホーツク1号9：54 大雪14：01 きたみ16：41 オホーツク3号18：30

＜上り＞オホーツク2号9：19 大雪10：32 きたみ12：27 オホーツク4号17：02

JR丸瀬布駅時刻表
＜下り＞オホーツク1号10：13 大雪14：19 きたみ17：02 オホーツク3号18：48

＜上り＞オホーツク2号9：00 大雪10：13 きたみ12：08 オホーツク4号16：41（乗継可）



オホーツクの新しい観光がめざすべき姿③ 北見エリア：古代史と近代史を辿る歴史遺産観光

重文「常呂遺跡」、北海道遺産「ピアソン記念館」、産業遺産「ハッカ記念館」等の他、古代史と近代史に係わる多様なテーマやツールを観光化
する「地元プレーヤー」の育成、各地の遺跡・遺産観光を巡る広域ツアーの造成から「広域観光プラットホーマー」の創生へ。

金
華
駅

生
田
原
駅

留辺蘂駅 北見駅 端野駅

重文「常呂遺跡」

常呂鉄山・鉄山軌道

近代化産業遺産

ハッカ御殿

オホーツク

鉄道歴史保存会

屯田兵資料

端野町歴史民俗資料館

北海道遺産

ピアソン記念館

中央道路開削 鎖塚

屯田兵資料 信善光寺

近代化産業遺産

ハッカ記念館

金山 北の王鉱山

温根湯森林鉄道イトムカ水銀鉱山

常紋トンネル慰霊碑

ふるさと銀河線

りくべつ鉄道

置戸森林鉄道

自由民権運動

井上伝蔵 没地

・オホーツク地域が歴史上重要
な意味を持つのは、「オホー
ツク文化」の時代と明治から
戦後経済成長期までの2つの
時代といえる。

・「オホーツク文化」の時代は
北方諸民族との交流と交易の
時代であり、そこで培われた
自然観・世界観はこれに続く
アイヌ民族に継承され、現代
社会が抱える危機への警鐘を
伝えものでもある。

・昭和100年、明治から160年
を経ようとする今、北海道は
歴史を語る時を迎えている。

・北海道の歴史を語ることは、明治維新以後の日本の近代化の意味を解き明かすことであり、近
代化の明暗交々の諸相を「リアルな事実」として記憶し記録する最後の機会でもある。
今日、様々に「近代化遺産」が注目され、観光に取り組まれる理由と意義がここにある。

・オホーツクの近代化には特化したいくつかのテーマがある。率先して入植開墾にあたったキリ
スト者の存在（野付牛、遠軽、佐呂間）、官行斫伐によって地域最大産業となった林業、オ
ホーツク各地に存在した金山・鉱山、林材や鉱物輸送のためにオホーツク中に敷設された鉄道
軌道などである。これらの素材はオホーツクに広範に存在し、一つのテーマによる広域観光が
可能になる。

・問題は、各所にある遺産や記憶を残し記録し伝えようとする主体が組織されていないことであ
り、「林・鉱・鉄」をテーマに遺産観光のオホーツクネットワークを形成する。

・北見とその周辺の近代化遺産・産業遺産のモデルガイドツアーの造成から、プラットホーマー
の創設へつなぐ。

・北見市内の近代化遺産・産業遺産等をめぐるための

「観光デマンドバス」の運行

数々の木工場跡



ひがし北海道トラベルラボ
一般社団法人 ひがし北海道自然美への道DMO


